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Survey on University Students toward Dietary Habits and Menu Model for One Day
Keiko Momma and Sayaka Washino
University students should start to manage their dietary habits. In this paper, university student attitudes 
toward dietary habits and self-catering were studied. The first factor which students in general considered was 
price, followed by desired taste and volume. Many home students did not cook for themselves but board students 
often cooked. Students did not cook when they bothered about cooking, had no time, and were tired. But they did 
not dislike cooking. Guidelines for diet were obtained from 70% of students. Based on these results, we made a 
model menu of “normal diet” for one day.




近畿・東海地区の大学生に対して，2012 年 7 月から
10 月に無記名式のアンケート調査により調査を行った。
有効回答数は 450 名（女性 440 名，男性 10 名）であった。
うち，女子大学（4校，複数学科）421 名，共学の大学（3校，
複数学科）29 名であった。また，居住形態は自宅 246 名，





















とても気にする 38.9 30.9 43.7 62.3
n.s. n.s. *
気にする 50.2 55.3 47.7 34.0
あまり気にしない  9.6 11.8  7.9  3.8
全く気にしない  1.3  2.0  0.7  0.0
無回答  0.0  0.0  0.0  0.0
嗜好
とても気にする 31.6 31.7 31.1 32.1
n.s. n.s. n.s.
気にする 55.1 55.3 55.6 52.8
あまり気にしない 11.6 11.0 11.9 13.2
全く気にしない  1.6  2.0  0.7  1.9
無回答  0.2  0.0  0.7  0.0
量
とても気にする 16.4 15.4 14.6 26.4
n.s. * n.s.
気にする 57.8 59.3 55.0 58.5
あまり気にしない 20.0 19.5 25.2  7.5
全く気にしない  2.7  2.4  2.0  5.7
無回答  3.1  3.3  3.3  1.9
栄養バランス
とても気にする 12.7 12.2 11.9 17.0
n.s. n.s. n.s.
気にする 59.1 56.9 64.2 54.7
あまり気にしない 22.9 26.0 17.9 22.6
全く気にしない  5.3  4.9  6.0  5.7
無回答  0.0  0.0  0.0  0.0
材料・質
とても気にする 16.2 17.1 13.9 18.9
n.s. n.s. n.s.
気にする 52.0 53.3 51.0 49.1
あまり気にしない 26.9 24.0 31.1 28.3
全く気にしない  4.9  5.7  4.0  3.8
無回答  0.0  0.0  0.0  0.0
カロリー
とても気にする 17.6 17.9 15.2 22.6
n.s. n.s. n.s.
気にする 42.7 39.4 48.3 41.5
あまり気にしない 30.7 34.1 26.5 26.4
全く気にしない  9.1  8.5  9.9  9.4
無回答  0.0  0.0  0.0  0.0
見た目・彩り
とても気にする  8.4  8.9  8.6  5.7
* n.s. n.s.
気にする 46.0 52.8 35.1 45.3
あまり気にしない 40.9 35.0 51.0 39.6
全く気にしない  4.7  3.3  5.3  9.4
無回答  0.0  0.0  0.0  0.0
a：自宅-下宿間有意差，b：下宿-寮間有意差，c：自宅-寮間有意差，* p＜0.05，n.s. 有意差なし












































0 42.4 54.5 20.5 49.1
** ** **
1  6.4  8.1  5.3  1.9
2  8.2  8.5 10.6  0.0
3  5.3  5.7  6.6  0.0
4  4.7  3.3  8.6  0.0
5  5.8  3.7  9.9  3.8
6  3.6  2.4  5.3  3.8
7 22.7 13.4 32.5 37.7
無回答  0.9  0.4  0.7  3.8
昼食
0 50.9 65.4 26.5 52.8
** n.s. **
1 12.4 13.0 14.6  3.8
2 13.6 12.2 16.6 11.3
3 8　  2.8 15.9  9.4
4  6.7  1.2 14.6  9.4
5 4　  0.4  8.6  7.5
6  0.4  0.4  0.0  1.9
7  3.1  3.7  2.6  1.9
無回答  0.9  0.8  0.7  1.9
夕食
0 52.2 76.4  9.9 60.4
** ** **
1  6.2  7.7  4.6  3.8
2  5.8  6.9  5.3  1.9
3 8　  2.4 17.9  5.7
4  8.7  1.6 21.9  3.8
5  7.5  1.6 14.6 15.1
6  3.6  0.4  9.3  1.9
7  7.3  2.4 15.9  5.7
無回答  0.7  0.4  0.7  1.9
a：自宅-下宿間有意差，b：下宿-寮間有意差，c：自宅-寮間有意差
** p＜0.01，n.s. 有意差なし
















い人は全体では 26.1％とほぼ 1/4 であった。しかし，自
宅生よりも下宿生のほうが自炊をする人が明らかに多
く，自宅生では 1週間に 1度も自炊をしない人が 38.1％
であったのに対し，下宿生では 6.7％であった。中央値
は全体では 4回，自宅生 2回，下宿生は 11 回であった。
自宅生は 1 週間に 1 ～ 7 回作る人が 48％，7 ～14 回作




















































0 26.1 38.1  6.7
1  6.6  9.8  1.3
2  9.1 12.3  4.0
3  5.1  6.6  2.7
4  3.3  4.5  1.3
5  3.3  2.9  4.0
6  5.6  4.1  8.0
7  7.4  7.8  6.7
8  2.0  2.0  2.0
9  3.8  3.3  4.7
10  3.8  2.5  6.0
11  2.8  1.2  5.3
12  4.8  1.6 10.0
13  3.8  0.4  9.3
14  1.8  0.0  4.7
15  3.6  0.4  8.7
16  2.3  0.8  4.7
17  1.0  0.0  2.7
18  1.3  0.0  3.3
19  1.5  0.4  3.3
20  0.5  0.8  0.0
21  0.5  0.4  0.7
p＜0.01
15平成 26 年２月（2014 年）
た，栄養バランスを考える，1 日を通していろいろな食



















とてもあてはまる 33.5 28.9 41.1
**
あてはまる 46.6 46.7 46.4
あまりあてはまらない 15.6 18.3 11.3
全くあてはまらない 4.0 5.7 1.3
無回答 0.0 0.0 0.0
時間がない
とてもあてはまる 41.3 35.4 51.0
**
あてはまる 37.5 38.6 35.8
あまりあてはまらない 15.1 17.5 11.3
全くあてはまらない 6.0 8.5 2.0
無回答 0.0 0.0 0.0
疲れている
とてもあてはまる 31.2 25.6 40.4
**
あてはまる 41.6 35.4 51.7
あまりあてはまらない 22.9 32.5 7.3
全くあてはまらない 4.3 6.5 0.7
無回答 0.0 0.0 0.0
習慣がない
とてもあてはまる 36.8 51.2 13.2
**
あてはまる 32.7 35.4 28.5
あまりあてはまらない 22.4 10.6 41.7
全くあてはまらない 8.1 2.8 16.6
無回答 0.0 0.0 0.0
家族が作る
とてもあてはまる 51.6 82.1 2.0
**
あてはまる 11.8 14.6 7.3
あまりあてはまらない 5.0 1.6 10.6
全くあてはまらない 31.0 1.2 79.5
無回答 0.5 0.4 0.7
料理が苦手
とてもあてはまる 19.1 22.4 13.9
*
あてはまる 27.0 29.3 23.2
あまりあてはまらない 42.3 37.0 51.0
全くあてはまらない 11.6 11.4 11.9
無回答 0.0 0.0 0.0
食材がない
とてもあてはまる 9.3 3.3 19.2
**
あてはまる 24.9 14.6 41.7
あまりあてはまらない 38.8 43.1 31.8
全くあてはまらない 27.0 39.0 7.3
無回答 0.0 0.0 0.0
作るのが嫌い
とてもあてはまる 9.3 9.3 9.3
n.s.
あてはまる 11.6 10.2 13.9
あまりあてはまらない 52.6 52.8 52.3
全くあてはまらない 26.4 27.6 24.5
無回答 0.0 0.0 0.0
* p＜0.05, ** p＜0.01，n.s. 有意差なし
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ものを食べるなどがあった。夕食では，食べない・必ず















































































知っている  6.4  5.7  7.9  5.7
大体知っている 50.0 54.1 47.0 39.6
あまり知らない 38.2 35.8 39.7 45.3
全く知らない  4.9  4.1  4.6  9.4









気にする 45.6 25.8 0.4  71.8
あまり気にしない
全く気にしない 10.9 17.3 0.0  28.2
総数 56.4 43.1 0.4 100.0
p＜0.01





















































自宅生 8 名のうち 4 名は自炊回数 0 であったが，4 名は
朝 7回・夕 5回，朝 7回，朝 3回，朝 1回自炊すると答
えており，朝食を毎日自炊する人が 2名，夕食を週 5回
自炊する人もいた。また下宿生 2 名はそれぞれ朝 2 回・
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である。このカロリー 125 kcal は，食事バランスガイド4）







き計算したものを表 8 に示した。この 1 日の摂取カロ











る。また，切干し大根を戻した時 40 g になると仮定し
たとき，野菜総重量は 380 g（うち緑黄色野菜は 210 g）
であり，健康日本 212）で述べられた目標値 350 g 以上（う
ち緑黄色野菜 120 g 以上）を満たしている。また，他の
栄養素についてもほぼ適切である。タンパク質量が 70 g
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間食 チョコレート チョコレート（ナッツ入） 25
コーヒー































朝食  600 22.4 23.5 75.3 302 1.8 4.8 2.1
昼食  601 20.6 11.9 98.4 113 2.1 5.2 3.7
夕食  518 25.1 12.4 75.8 153 3.5 7.2 2
間食  125  1.6  6.3 15.5  43 0.4 0.8 0.1
合計 1844 69.7 54.1 265 611 7.8 18 7.9
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